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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第110期
第２四半期
連結累計期間

第111期
第２四半期
連結累計期間

第110期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (百万円) 41,539 39,739 81,408

経常利益 (百万円) 1,049 1,106 2,051

四半期(当期)純利益 (百万円) 432 655 504

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △206 1,861 925

純資産額 (百万円) 10,993 13,721 12,027

総資産額 (百万円) 48,696 49,892 47,825

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 13.46 20.38 15.68

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 22.3 27.2 24.9

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △53 △917 1,055

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 65 △453 △10

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △172 △169 △411

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 4,633 3,971 5,465

　

回次
第110期
第２四半期
連結会計期間

第111期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日

自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 6.10 16.83

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第110期第２四半期連結累計期間の関連する主要な経営指標等について、誤謬の訂正による遡及処理後の数

値を記載しております。また、過年度の決算訂正を行い、平成25年５月10日に四半期報告書の訂正報告書を

提出しております。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当企業グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

　

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府の経済対策及び金融緩和により景況感が回

復し、実体経済への波及が期待されましたが、景気の先行きは不透明な状況で推移いたしました。

一方、世界経済は、中国経済の成長鈍化が見られたものの、米国経済の回復傾向の中、アセアン経済

も底堅さを維持しており、全体としては緩やかな回復基調で推移いたしました。

このような状況下にあって、政府による景気刺激策から景気回復への期待感は高まったものの、国内

における設備投資は盛り上がりに欠け、厳しい状況で推移いたしました。当企業グループでは、このよ

うな国内での厳しい設備投資状況の中、自動車関連、新エネルギー関連、環境関連、食品関連、医療・

医薬関連業界に対して、営業協調体制を強化し、海外も加えて積極的営業展開を行ってまいりました

が、前年同期に比べ若干の減収となりました。

利益面では、仕入価格の抑制、営業費用の節減に努めたことで、営業利益、経常利益は概ね期初の予

想の範囲内でありましたが、四半期純利益においては、期初に見込んでおりました投資有価証券の減損

損失が市況の回復により発生しなかったため、大幅な増益となりました。
　

当第２四半期連結累計期間の業績は、

売上高　　　　３９７億３９百万円　（前年同期比　　９５. ７％）

営業利益　　　　　９億５９百万円　（前年同期比　　９８．０％）

経常利益　　　　１１億　６百万円　（前年同期比　１０５．４％）

四半期純利益　　　６億５５百万円　（前年同期比　１５１．４％）

となりました。
　 報告セグメントの業績は以下のとおりです。

当第２四半期連結会計期間より、組織変更をしたため、従来の「中日本営業本部」から「名古屋支

店」にセグメント名称を変更しております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える

影響はありません。
　
（東日本営業本部）

北海道・東北・甲信越・関東地区において機械部品から搬送設備等の自動化・省力化商品を中心に

顧客のニーズにあった最適な商品を提供している部門で、その売上高は全体の約35％を占めておりま

す。

当第２四半期連結累計期間は、このエリア（地区）において比較的好調な自動車関連業界の国外で

の設備投資と回復の兆しが見られる液晶業界、半導体業界に支えられたものの、国内の自動車部品需

要の減少と内需関連の伸び悩みから、その売上高は、138億90百万円（前年同期比90.7%）となりまし

た。
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（西日本営業本部）

北陸・関西・中国・四国・九州地区において機械部品から搬送設備等の自動化・省力化商品を中心

に顧客のニーズにあった最適な商品を提供している部門で、その売上高は全体の約29％を占めており

ます。

当第２四半期連結累計期間は、このエリア（地区）において、業績回復基調にある鉄鋼業界、化学

業界などの素材産業やプラント業界向け需要回復に加え、液晶関連、環境関連、新エネルギー関連業

界の設備投資の増加に支えられ、その売上高は、114億55百万円（前年同期比102.3%）となりまし

た。

　

（名古屋支店）

東海地区において機械部品から搬送設備等の自動化・省力化商品を中心に顧客のニーズにあった最

適な商品を提供している部門で、その売上高は全体の約14％を占めております。

当第２四半期連結累計期間は、このエリア（地区）において、好調な自動車関連業界や食品業界で

の設備投資に支えられたものの、航空機業界向けの需要が回復にいたらなかったことから、その売上

高は、56億68百万円（前年同期比94.2%）となりました。

　

（開発戦略本部）

当企業グループ全体の海外ビジネスやマテリアルビジネスを担当し、それらビジネスの拡大や、制

御・センシングビジネスに向けた新商品の開発にも取り組んでいる部門で、その売上高は全体の約

22％を占めております。

当第２四半期連結累計期間は、国内外で介護・衛生関連商品及び三角ティーバッグ高速製造装置等

が順調に売上を伸ばしたものの海外における自動車関連業界の設備投資が伸び悩んだことから、その

売上高は、87億24百万円（前年同期比96.8％）となりました。

　

(2) 資産・負債・純資産の分析

① 資産の部

当第２四半期連結会計期間末の総資産は498億92百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億66百

万円増加いたしました。流動資産は97百万円増加いたしました。固定資産は、19億69百万円増加いた

しました。主な要因は、投資有価証券の時価が前連結会計年度末に比べ上昇したことにより17億６百

万円増加したこと等によるものであります。
　

② 負債の部

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は361億70百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億71

百万円増加いたしました。流動負債は99百万円減少いたしました。一方、固定負債は４億71百万円増

加いたしました。主な要因は、繰延税金負債が５億５百万円増加したこと等によるものであります。
　

③ 純資産の部

当第２四半期連結会計期間末の純資産の部は137億21百万円となり、前連結会計年度末に比べ16億

94百万円増加いたしました。主な要因は、当四半期純利益を６億55百万円計上したこと、投資有価証

券の時価の上昇に伴うその他有価証券評価差額金が10億96百万円増加した一方で、配当金の支払いを

１億66百万円実施したこと等によるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の期末残高は、39

億71百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億94百万円減少いたしました。
　
営業活動によって使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ８億64百万円多い９億17百万円

となりました。

これは、主に前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、当第２四半期連結累計期間に決済

資金を要したことによる減少等によるものであります。
　
投資活動によって使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ５億18百万円多い４億53百万円

となりました。

これは、主に固定資産の取得による支出によるものであります。
　
財務活動によって使用した資金は、前第２四半期連結累計期間に比べ２百万円少ない１億69百万円と

なりました。

これは、主に配当金の支払いが減少したことによるものであります。
　

通期のキャッシュ・フローにつきましては、営業活動によるキャッシュ・フローは、不良債権の発生

を極力抑制するとともに、債権回収の早期化の促進をはかること及び当企業グループ全体の資金効率向

上等により資金充実を目指してまいります。投資活動及び財務活動によるキャッシュ・フローは、売上

動向の変化に機敏に対応できる効率的な資金調達・運用を念頭に活動してまいります。

なお、当連結会計年度末の資金は、前連結会計年度末程度を予定しております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当企業グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。

　

(6) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(7) 受注、販売及び仕入の実績

当第２四半期連結累計期間において、受注、販売及び仕入実績の著しい変動はありません。

　

(8) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末に

おける計画の著しい変更はありません。

　

(9) 重要な関連当事者との取引について

当第２四半期連結累計期間において、重要な関連当事者との取引に重要な変更はありません。
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(10) 経営者の問題意識と今後の方針について

当社は、平成25年３月期以前に不適切な取引が行われたことから、当社グループ全体の社会的信用を

大きく低下させたことの反省を踏まえ、企業の社会的責任や公共的使命を履行するために、再発防止策

を徹底的に実施、確認し、二度と同様の不適切な取引が起こらない体制を構築し事業活動を遂行してま

いります。

＜今後の方針について＞

日本の企業は、これまでの円高傾向への対処からも海外への進出を続けてまいりました。この傾向

は、世界最適地生産及び地産地消という観点からも今後も継続されると思われます。しかし、昨年後半

から進み始めた円高是正を踏まえ国内生産への回帰も予想される展開となってまいりました。

このような経済環境の中で、当企業グループは、昨年度（110期）より全社的にスタートしているエ

リア戦略を軌道にのせて国内をきめ細かくフォローしていく営業体制とし、より効率的な営業活動を実

施していきます。そして、地域密着営業を進め、お客様が海外に生産拠点をご計画の場合は、国内営業

と海外営業が協力して漏れのない営業を展開し、国内外で顧客に対応できる営業体制にしてまいりま

す。

また、今後伸びが期待できる産業である、環境・再生エネルギー、医薬、再生医療、バイオテクノロ

ジー分野への新商品開発、営業拡大も目指し、下記の施策を進めてまいります。
　
① 100周年に向かって原点に立ち返り、社是に示された「たゆみなき販路の開拓」と「常に怠りな

き商品の開発」を業績拡大の基本として徹底実行していく。

② エンジニアリング商社として、技術の向上と継承により競合各社と差別化を図る。

③ 国内営業と海外営業が協力し、国内外において漏れのない営業を展開する。

④ 当企業グループの取扱商品の幅を広げて、顧客ニーズの変化への対応力を強め、他社との差別

化を計り、競争力を高める。

⑤ 事業部制では生まれにくい分野の海外商品を含めた新商品を開発していく。

⑥ 当企業グループの主要取扱商品である㈱椿本チエイングループ製品の拡販により、顧客基盤の

拡大・充実を計る。

⑦ グループ全体での顧客開拓活動の継続展開により、自動車等の新技術、環境・再生エネル

ギー、医薬、再生医療、バイオテクノロジー分野・有力業界での営業を拡大していく。

⑧ 市場の拡大が見込まれる東アジア、東南アジアを中心として営業力の強化と共に、新たな海外

市場を開拓することにより海外事業の拡大を計る。

⑨ コンプライアンス意識の向上に努め、コーポレートガバナンスを強化する。

⑩ グループ一体となった情報・人材・資金等の活用と営業・人材・業務・資金等の効率化、リス

ク管理の充実により、当企業グループの経営効率を上げ、収益力を強化する。
　
今後、上に掲げた施策をよりきめ細かく遂行しながら、必要に応じ中期的な目標・方針・施策の見直

しを進めてまいります。

また、今後の指針となる新たな連結中期経営計画を策定準備しているところであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 32,489,845 32,489,845
東京証券取引所
市場第１部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式で、単
元株式数は、1,000株であり
ます。

計 32,489,845 32,489,845 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減
額　
(百万円)

資本金残高　
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年７月１日～
　平成25年９月30日

― 32,489 ― 2,945 ― 750
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社椿本チエイン 大阪市北区中之島３丁目３番３号 3,356 10.33

太陽生命保険株式会社 東京都港区海岸１丁目２番３号 2,869 8.83

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,547 4.76

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 1,423 4.38

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番１号 1,411 4.34

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 1,400 4.31

日本生命保険相互会社 東京都千代田区丸の内１丁目６番６号 911 2.81

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２番１号 790 2.43

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 764 2.35

株式会社日阪製作所 大阪市中央区伏見町４丁目２番14号 750 2.31

計 ― 15,223 46.86

(注)　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式は、信託業務に係る株式であります。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式　　　272,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式     100,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  31,880,000 31,880 ―

単元未満株式 普通株式　　 237,845 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 32,489,845 ― ―

総株主の議決権 ― 31,880 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には株式会社証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権２

個）含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式95株が含まれております。
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② 【自己株式等】

　 　 平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

当社

大阪市北区梅田

３丁目３番20号
272,000 ― 272,000 0.84

　 　 　 　 　 　

（相互保有株式）

椿本西日本㈱　（注２）

福岡市博多区博多駅南

４丁目15番８号
― 100,000 100,000 0.31

計 ― 272,000 100,000 372,000 1.15

(注) １　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１個）ありま

す。なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式に含めておりま

す。

２　椿本西日本㈱の「他人名義所有株式数」は、当社の取引先で構成される持株会（椿本興業株式会社取引先持

株会　大阪市北区梅田３丁目３番20号）によるものであります。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年７月１

日から平成25年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。

　

EDINET提出書類

椿本興業株式会社(E02572)

四半期報告書

10/23



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,465 3,971

受取手形及び売掛金
※1 30,256 29,542

電子記録債権 153 952

商品及び製品 1,598 1,944

仕掛品 399 597

繰延税金資産 143 146

その他
※1, ※2 792 1,772

貸倒引当金 △156 △176

流動資産合計 38,653 38,750

固定資産

有形固定資産 647 977

無形固定資産 44 37

投資その他の資産

投資有価証券 7,345 9,052

長期未収入金
※2 1,451 ※2 1,451

その他 1,260 1,200

貸倒引当金
※2 △1,577 ※2 △1,577

投資その他の資産合計 8,480 10,127

固定資産合計 9,172 11,141

資産合計 47,825 49,892

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※1 29,161 28,451

短期借入金 130 130

未払法人税等 366 329

役員賞与引当金 － 57

前受金 1,076 2,108

繰延税金負債 9 6

偶発損失引当金
※2 640 ※2 506

その他
※1, ※2 680 376

流動負債合計 32,065 31,966

固定負債

長期借入金 2,000 2,000

退職給付引当金 1,179 1,184

長期未払金 343 302

繰延税金負債 0 505

その他 209 211

固定負債合計 3,732 4,204

負債合計 35,798 36,170
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,945 2,945

資本剰余金 1,805 1,805

利益剰余金 5,747 6,241

自己株式 △86 △87

株主資本合計 10,412 10,905

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,528 2,625

繰延ヘッジ損益 △4 △0

為替換算調整勘定 △32 32

その他の包括利益累計額合計 1,492 2,656

少数株主持分 122 159

純資産合計 12,027 13,721

負債純資産合計 47,825 49,892
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 41,539 39,739

売上原価 36,103 34,215

売上総利益 5,435 5,524

販売費及び一般管理費
※１ 4,457 ※１ 4,565

営業利益 978 959

営業外収益

受取利息 2 2

受取配当金 78 78

持分法による投資利益 18 27

その他 14 77

営業外収益合計 114 186

営業外費用

支払利息 15 15

売上割引 16 16

その他 10 7

営業外費用合計 43 39

経常利益 1,049 1,106

特別利益

固定資産売却益 5 －

特別利益合計 5 －

特別損失

投資有価証券評価損 38 －

貸倒引当金繰入額 114 －

過年度決算訂正関連費用 － 107

その他 1 0

特別損失合計 154 107

税金等調整前四半期純利益 901 998

法人税、住民税及び事業税 380 316

法人税等調整額 56 0

法人税等合計 437 316

少数株主損益調整前四半期純利益 464 682

少数株主利益 31 26

四半期純利益 432 655
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 464 682

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △671 1,095

繰延ヘッジ損益 △5 3

為替換算調整勘定 3 63

持分法適用会社に対する持分相当額 1 16

その他の包括利益合計 △670 1,179

四半期包括利益 △206 1,861

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △238 1,820

少数株主に係る四半期包括利益 31 41
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 901 998

減価償却費 41 48

のれん償却額 0 0

引当金の増減額（△は減少） 18 △51

受取利息及び受取配当金 △80 △81

支払利息 15 15

持分法による投資損益（△は益） △18 △27

投資有価証券評価損益（△は益） 38 －

固定資産除売却損益（△は益） △5 0

売上債権の増減額（△は増加） 1,187 △40

商品の増減額（△は増加） 230 △332

仕掛品の増減額（△は増加） 27 △197

仕入債務の増減額（△は減少） △2,097 △751

前受金の増減額（△は減少） △201 1,012

未払消費税等の増減額（△は減少） 132 △346

その他の資産の増減額（△は増加） 294 △666

その他の負債の増減額（△は減少） △31 △183

その他 △2 △0

小計 451 △602

利息及び配当金の受取額 80 81

利息の支払額 △15 △15

法人税等の支払額 △581 △393

その他の支出と収入 12 12

営業活動によるキャッシュ・フロー △53 △917

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △53 △401

固定資産の売却による収入 5 －

投資有価証券の取得による支出 △7 △7

投資有価証券の償還による収入 100 －

長期貸付けによる支出 △3 △0

長期貸付金の回収による収入 2 2

その他 21 △46

投資活動によるキャッシュ・フロー 65 △453

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 60 －

自己株式の取得による支出 △0 △0

リース債務の返済による支出 △2 △2

配当金の支払額 △225 △161

少数株主への配当金の支払額 △3 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △172 △169

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 45

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △149 △1,494

現金及び現金同等物の期首残高 4,783 5,465

現金及び現金同等物の四半期末残高
※１ 4,633 ※１ 3,971
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

　　　なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。
 

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形（営業外受取手形を含む） 527百万円 ―百万円

支払手形（営業外支払手形を含む） 887百万円 ―百万円

　

※２ 不正取引に関連して発生したものが、以下のとおり含まれております。

　

 
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

流動資産   

　その他   

　　営業外受取手形 23百万円 ―百万円

固定資産   

　投資その他の資産   

　　長期未収入金 1,451百万円 1,451百万円

　　貸倒引当金 △1,451百万円 △1,451百万円

流動負債   

　偶発損失引当金 640百万円 506百万円

　その他   

　　営業外支払手形 79百万円 ―百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

　
※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

給料及び手当 1,664百万円 1,679百万円

賞与 281百万円 276百万円

旅費交通費 389百万円 432百万円

地代家賃 408百万円 414百万円

退職給付費用 98百万円 100百万円

貸倒引当金繰入額 △8百万円 20百万円

役員賞与引当金繰入額 70百万円 57百万円

減価償却費 41百万円 48百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。
　

　
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

現金及び預金勘定 4,633百万円 3,971百万円

現金及び現金同等物 4,633百万円 3,971百万円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 225 7.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年10月31日
取締役会

普通株式 96 3.00 平成24年９月30日 平成24年12月４日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　

　

当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 161 5.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年10月31日
取締役会

普通株式 96 3.00 平成25年９月30日 平成25年12月３日 利益剰余金

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

東日本
営業本部
(百万円)

西日本
営業本部
(百万円)

名古屋
支店
(百万円)

開発戦略
本部
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 15,313 11,197 6,015 9,012 41,539 ― 41,539

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

1,190 909 304 1,295 3,699 △3,699 ―

計 16,504 12,106 6,319 10,308 45,238 △3,699 41,539

セグメント利益 602 445 199 131 1,379 △400 978

　

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 1,379

セグメント間取引消去 2

全社費用(注) △402

四半期連結損益計算書の営業利益 978

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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 Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

　

報告セグメント

合計
(百万円)

調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額
(百万円)

東日本
営業本部
(百万円)

西日本
営業本部
(百万円)

名古屋
支店
(百万円)

開発戦略
本部
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 13,890 11,455 5,668 8,724 39,739 ― 39,739

  セグメント間の内部
　売上高又は振替高

930 698 352 1,137 3,118 △3,118 ―

計 14,820 12,154 6,020 9,861 42,857 △3,118 39,739

セグメント利益 430 624 162 123 1,341 △382 959

(注) １　各セグメントに属する主要な商品は下記のとおりであります。
　

セグメント別 主要商品名

東日本営業本部
 
西日本営業本部
 
名古屋支店

変減速機等各種駆動部品、コンベヤチェーン等各種搬送部品、制御機器、各種セ

ンサー、電子機器、その他伝動機器

クリーンエネルギー関連設備、医薬関連設備、化学機械装置、水処理装置、食品

機械、その他環境装置、工作機械、産業用ロボット、各種コンベヤ、各種自動化

装置、立体倉庫及び自動仕分装置、各種輸送装置を含むＦＡシステム

開発戦略本部
海外における上記商品

各種不織布及びその加工品、各種合成樹脂成形機及び成形品、機能素材

２　当第２四半期連結会計期間より、組織変更により従来の「中日本営業本部」から「名古屋支店」にセグメン

ト名称を変更しております。これに伴い、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後

の名称を用いております。なお、セグメント名称変更によるセグメント情報に与える影響はありません。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

利益 金額(百万円)

報告セグメント計 1,341

セグメント間取引消去 △0

全社費用(注) △381

四半期連結損益計算書の営業利益 959

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントの変更等に関する事項

該当事項はありません。

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

椿本興業株式会社(E02572)

四半期報告書

20/23



　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益 13円46銭 20円38銭

 (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(百万円) 432 655

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 432 655

普通株式の期中平均株式数(千株) 32,177 32,168

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

平成25年10月31日開催の取締役会において、第111期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　96百万円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　３円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成25年12月３日
　

 (注) 平成25年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、支払いを行います。　　　　　　　　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　松　　山　　和　　弘　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　前　　田　　俊　　之　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月７日

椿本興業株式会社

取締役会  御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている椿
本興業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間
（平成25年７月１日から平成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成
25年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、椿本興業株式会社及び連結子会社の平成25
年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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